
柳
公
権

「金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
の
鏑
刻

T
h
e
　
a
c
t
u
a
l
　
e
n
g
r
a
v
i
n
g
　
c
o
n
d
i
t
i
o
n
s
　
o
f
　
L
i
u
　
G
o
n
g
q
u
a
n
’
s
　
‘
D
i
a
m
o
n
d
　
S
u
t
r
a
’

実
態
に
つ
い
て

澤
　
田
　
雅
　
弘

　

M
a
s
a
h
i
r
o
　
S
a
w
a
d
a

は

じ
め
に

　
本
稿
の
対
象
で
あ
る
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
（
石
刻
）
は
、
柳
公
権
（
七
七

八

～
八
六
五
）
が
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
に
準
公
（
法
名
は
霊
準
）
の
た
め
に
揮

毫
し
た
四
十
七
歳
の
書
で
、
『
旧
唐
書
』
巻
＝
ハ
五
柳
公
緯
（
柳
公
権
の
兄
）
伝

の

附
柳
公
権
伝
に
も
、
「
上
都
西
明
寺
金
剛
経
碑
、
備
有
鍾
・
王
’
欧
・
虞
・

楮
・
陸
之
体
、
尤
為
得
意
。
」
と
記
さ
れ
る
。
稿
者
の
管
見
の
範
囲
で
は
、
明

初
の
挑
＋
｛
孝
　
（
1
三
三
五
～
l
四
l
八
）
『
逃
虚
子
集
』
巻
五
「
題
鄭
大
年
所
蔵

柳
公
権
書
金
剛
碑
本
」
に
、

　
　
安
国
寺
金
剛
碑
、
唐
柳
誠
懸
之
所
書
、
玉
冊
官
郡
建
初
所
墓
。
西
明
寺
之

　
　
本
也
。
歳
遠
代
深
、
雨
淋
火
僚
、
剥
落
漫
滅
、
僅
存
其
半
。
然
字
画
勤
道

　
　
可
愛
、
錐
珪
残
壁
断
、
足
勝
頑
確
之
全
者
也
。
鄭
君
大
年
得
之
於
弘
上
人
、

　
　
而
弘
不
知
得
於
何
人
。
大
年
請
余
題
。
余
故
謂
之
日
、
物
之
存
亡
散
聚
、

　
　
理
固
然
、
未
足
繋
干
懐
也
。
…

と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
明
初
に
は
す
で
に
そ
の
半
ば
を
欠
い
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
そ
の
後
、
原
石
は
亡
逸
し
て
、
現
在
は
二
十
世
紀
初
頭
に
敦
燈
莫
高

窟
蔵
経
洞
よ
り
ペ
リ
オ
が
持
ち
出
し
た
唐
拓
本
（
巻
子
に
表
装
。
パ
リ
国
立
図
書

館
所
蔵
）
が
、
柳
公
権
書
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
（
以
下
、
「
柳
書
金
剛
経
」
と

略
称

す
る
）
の
孤
本
と
な
っ
て
い
る
。
唐
拓
本
に
よ
れ
ば
、
「
柳
書
金
剛
経
」

　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

は

十

二
個
の

横
石

に
左
の
全
四
六
八
行
が
刻
さ
れ
る
。
（
本
稿
で
は
後
掲
の
分
布

図
の
と
お
り
、
奥
題
の
前
後
の
空
行
を
含
め
た
全
四
七
〇
行
と
し
て
扱
っ
た
。
）

　
．
内
題
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
行

　
・
本
文
二
，
1
）
　
F
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
（
満
行
十
一
字
）
　
　
四
六
一
行

　
・
奥
題
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
行
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・
識
語
「
長
慶
四
年
四
月
六
日
、
翰
林
侍
書
学
士
朝
議
郎
・
行
右
補
朗
・
上

　
　
軽
車
都
尉
・
賜
緋
魚
袋
柳
公
権
、
為
右
街
僧
録
準
公
書
。
」
　
　
　
　
四
行

　
．
刻
者
名
「
強
演
・
郡
建
和
刻
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
行

　
末
行
に

強
演

と
併
記
さ
れ
る
刻
者
部
建
和
は
、
周
知
の
と
お
り
楮
遂
良
に
お

け
る
万
文
留
、
趙
孟
頬
に
お
け
る
茅
紹
之
と
同
様
に
、
柳
公
権
の
筆
意
を
得
た

鏑
刻
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
名
工
で
、
柳
公
権
の
「
玄
秘
塔
碑
」
　
（
柳
六

十
四
歳
、
会
昌
元
年
　
八
四
一
）
及
び
「
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
（
柳
五
十
九
歳
、
開
成

元
年
八
三
六
）
、
F
符
隣
神
道
碑
」
（
柳
六
十
一
歳
、
開
成
三
年
八
三
八
）
の
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

者

で
、
そ
の
署
街
に
つ
い
て
は
、
「
玄
秘
塔
碑
」
の
末
尾
に
「
刻
玉
冊
官
部
建

和
、
井
弟
建
初
錆
」
と
見
え
る
と
お
り
、
中
書
省
刻
玉
冊
官
で
あ
っ
た
。
部
建

和
の
所
刻
は
柳
書
以
外
に
も
、
「
唐
故
禅
大
徳
演
公
塔
銘
」
（
会
昌
四
年
八
四

四
）
、
F
十
順
和
尚
行
記
」
（
大
中
六
年
　
八
五
二
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
「
玄
秘

塔
碑
」
を
分
担
し
た
弟
郡
建
初
の
刻
に
も
、
「
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」
（
大
中
九

年
八
五
五
）
、
「
慶
王
李
折
墓
誌
」
（
大
中
十
四
年
八
六
〇
）
等
七
件
が
知
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
　

彼
も
ま
た
中
書
省
錆
玉
冊
官
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
強
演
の
所
刻
は
現
在
の
と
こ
ろ
他
に
例
を
み
な
い
が
、
饒
宗
頓
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　

恐

ら
く
同
族
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の
に
天
水
の
強
現
が
あ
り
、
そ
の
所
刻
に
は
、

「
那
国
公
（
梁
守
謙
）
功
徳
銘
」
（
長
慶
二
年
、
八
二
二
）
、
「
唐
故
招
聖
寺
大
徳
慧

堅
禅
師
碑
」
（
元
和
元
年
　
八
〇
五
）
、
r
劉
公
妻
馬
氏
墓
誌
」
（
大
中
元
年
　
八
四

七
）
、
「
慧
日
寺
石
壁
真
言
」
（
刻
年
不
詳
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ

ば
、
強
瑳
の
街
名
は
「
中
書
玉
冊
・
京
兆
不
平
府
果
毅
」
で
あ
る
。
ま
た
、
同

時
期
の
天
水
の
強
氏
に
は
、
「
趙
文
信
墓
誌
」
（
会
昌
六
年
　
八
四
六
）
、
F
李
元

扮
墓
誌
」
（
大
中
二
年
　
八
四
八
）
等
七
誌
の
所
刻
が
知
ら
れ
る
強
珠
（
中
書
省

　
　
で
こ

刻
字
官
）
が
い
る
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
饒
宗
願
氏
の
推
測
を
踏
ま
え
れ
ば
、

強
氏
も
ま
た
部
兄
弟
と
並
ぶ
当
時
の
鋳
刻
の
名
工
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
唐
拓
本
「
柳
書
金
剛
経
」
は
、
巻
首
に
こ
そ
や
や
撚
れ
が
見
ら
れ
、

数
行
分
の
筆
致
が
い
く
ぷ
ん
不
鮮
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
字
の
欠
損
も
な
く
、

後
世
の
控
墓
や
入
墨
も
な
い
と
思
わ
れ
、
ほ
ぼ
錆
刻
当
初
の
状
態
が
観
察
で
き

る
。
孤
本
ゆ
え
に
他
本
と
の
対
照
が
で
き
な
い
ほ
か
は
、
刻
法
を
観
察
す
る
好

条
件
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
本
稿
は

前
稿

「
柳
公
権

「
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
鏑
刻
初
探
ー
「
郡
建
和
刻
」
の

　
　
　
　
　

一
実
相
ー
」
同
様
、
稿
者
が
行
っ
て
き
た
方
法
に
よ
り
、
当
該
石
刻
に
お
け
る

書
風
の
分
布
状
態
を
観
察
し
、
当
該
石
刻
に
明
記
す
る
両
刻
者
と
の
関
係
を
考

察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
観
察
に
は
『
敦
煙
書
法
叢
刊
』
本
（
二
玄
社
）

を
用
い
た
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
三
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
・
基

盤

研
究

（
C
）
「
北
朝
惰
唐
碑
に
お
け
る
鑑
刻
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

（継
続
）
課
題
番
号
二
『
民
O
N
ω
N
ω
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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一　

混
在
す
る
刻
法
と
そ
の
分
布

　
r
柳
書
金
剛
経
」
に
は
、
後
掲
の
図
1
～
6
に
顕
著
な
と
お
り
、
七
種
あ
る

い
は

そ
れ
以
上
の
書
風
が
複
雑
に
混
在
し
て
い
る
。
そ
の
混
在
状
態
は
、
揮
毫

者
柳
公
権
の
揮
毫
時
に
お
け
る
変
化
の
範
疇
で
は
到
底
理
解
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
原
因
は
刻
法
（
特
定
の
書
風
を
刻
出
す
る
奏
刀
）
の
相
違
、
す
な
わ
ち

七

名
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
刻
者
が
錆
刻
を
分
担
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
み

る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
稿
者
の
一
連
の
研
究
か
ら
容
易
に
類
推
で

き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
柳
公
権
書
の
石
刻
に
つ
い
て
も
、
前
稿
「
柳
公
権
「
廻

元
観
鐘
楼
銘
」
鑑
刻
初
探
ー
「
部
建
和
刻
」
の
一
実
相
1
」
で
明
か
に
し
た
と

お
り
で
あ
る
。

　
図
1
に
掲
げ
た
七
種
は
、
「
柳
書
金
剛
経
」
に
認
め
ら
れ
る
刻
法
の
う
ち
の

主

な
刻
法
七
種
に
つ
い
て
、
特
徴
的
な
箇
所
を
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
う
ち
比

較
的
分
布
範
囲
が
狭
い
W
W
を
除
く
五
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
刻
法
が
分
布
す

る
主
た
る
範
囲
の
順
序
に
従
っ
て
掲
げ
た
。
各
刻
法
の
下
に
記
載
し
た
数
字
は
、

当
該
文
字
群
が
み
ら
れ
る
行
数
を
示
す
。

　
混
在
す
る
刻
法
の
分
布
を
図
示
し
た
分
布
図
び
皿
類
分
布
図
（
後
掲
）
は
、

F柳
書
金
剛
経
」
の
十
二
石
全
四
七
〇
行
満
行
十
一
字
の
布
置
ど
お
り
に
符
号

を
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
分
布
図
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
て
お
き
た
い
。

分
布
図
の
右
上
の
1
段
を
例
に
い
え
ば
、
右
枠
「
1
～
4
0
　
第
－
石
」
と
は
、

r柳
書
金
剛

経
」
第
一
石
の
第
一
行
か
ら
第
四
十
行
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、
上

段
の

ー
～
4
0
は
そ
の
行
数
（
三
桁
の
場
合
は
下
二
桁
を
表
記
）
を
、
ま
た
そ
の
下

欄
の
漢
字
一
字
は
、
当
該
行
頭
の
文
字
で
あ
る
。
図
中
の
○
▲
等
各
種
符
号
は
、

そ

れ
ぞ
れ
一
文
字
を
示
し
て
い
る
。
符
号
は
、
○
印
を
除
く
全
符
号
●
▲
　
－
’
：
・

★
◇
◎
△
が
、
図
2
、
図
3
（
後
半
石
）
、
5
・
6
　
（
e
r
）
に
掲
げ
た
各
字
の
所

在
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
図
2
の
1
類
の
「
菩
（
1
9
）
」
は
、
「
柳
書
金

剛
経
」
で
は
分
布
図
第
1
石
1
9
行
目
最
下
段
の
▲
印
で
示
し
た
と
こ
ろ
に
位
置

し
、
ま
た
図
3
の
右
側
の
「
l
j
　
（
o
1
4
）
」
は
、
分
布
図
第
十
一
石
伽
行
目
第
五

字
の
●
印
で
示
し
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
皿
類

の

ア

イ
両
種
は
図
2
に
一
括
し
た
関
係
で
、
分
布
図
に
は
両
種
を
細
分
せ
ず
に

示

し
た
が
、
皿
類
分
布
図
に
皿
の
ア
イ
両
種
だ
け
の
分
布
を
示
し
た
o
　
（
分
布

範
囲
が
広
い
た
め
、
該
当
字
の
あ
る
行
数
の
み
を
集
め
て
表
示
し
た
。
）

　
ま
た
図
1
に
掲
げ
た
ー
～
g
類
の
各
字
に
つ
い
て
も
、
分
布
図
び
皿
類
分
布

図
に
そ
の
所
在
を
傍
線
を
も
っ
て
示
し
た
o
た
と
え
ば
、
図
1
の
1
類
の
「
念

諸
菩
薩
善
（
1
7
）
」
の
五
字
は
、
分
布
図
第
一
石
1
7
行
目
第
一
字
か
ら
第
五
字

に

位
置
す
る
こ
と
を
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
も
っ
て
表
示
し
た
o

　
両
分
布
図

に
符
号
で
示
し
た
各
字
は
、
図
1
～
3
、
6
の
各
比
較
図
に
掲
げ

た
文
字
に
限
っ
た
が
、
各
刻
法
の
分
布
の
大
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
1
類
（
▲
印
）
は
第
一
・
二
石
と
第
三
石
前
半
に
、
H
w
w
　
（
・
：
’
印
）
は

主

に
第
二
二
二
・
四
石
に
分
布
し
、
皿
w
w
　
（
1
）
は
、
・
王
に
第
五
・
六
・
七
石
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40　39　38　37　36　35　≡｝4　33　32　31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21　20　19　18　1了　16　15　14　13　12　11　10　　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2 1 行　数

須方可菩是鰐謂於非我者無滅無若逼衆患佛心提女今念須何三暮諸佛肩在巳至乞食千祇如金 行頭文字

OOOOOOOOO◆ OOOOOOOOOOO OOOOOOOOOOOOOOOOOO
OOOOOO▲○○○OOOOOOOOOOO O▲OOOOOOOOOOOOOOOO▲OOOOO▲OOOOOOOO▲OOOO▲ OOOOOOOOOOOOOOOOOO
OOOOO▲OOOO▲▲○○○OOOO▲○ ○▲OOOOOOOOOOOOOOOO○○○○○OOOOOOOOOOOOOOOO OOOOOOOOOOOOOOOOOO 1～40

○○○○▲OOOOOOO◆ OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
○○○○○○○○OoO　◆ ○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO▲

第1石

OOOOOOOOOOOOOO▲○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO▲OOOOOOOOOO◆　OOOOOOOOOO▲OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO▲OOOOOOOOOOOOOOO OOO◆OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO ○▲OOOOOOOOOOOOOOOOO80　79　78　77　75　75　了4　73　72　71　70　69　68　67　66　65　64　63　62　61　60　59　58　57　56　55　54　53　52　51　50　49　48　47　46　45　44　43、42　41 行　数

聖法所定縛解有擬須筏常不人何取相相相諸得畏句千四當此彼須是佛非所相見不於菩亦菩虚 行頭文字

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　OOOO▲OOOOOOO▲OOOOOOO○○OO▲OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOCOOO▲OO○○　▲　◆　oOOO　OOO　O ○○○○　○　○　○○○○○O　o▲○○○○○○　○O　oo　OOOO

○○○○OOOOOOOOOO▲OOOOOOOOOOOOOOO▲○OOOOOOOO○OOOOOO◆　OOOOOO▲OOOOOOOOOOOO▲OOOOOOOOOOOO 41～80

○○○○○○　◆　○○OOOOO▲○◆○○OO ◆

OOOOOOO▲OOOOOOOOO◆○▲OOOOOOOOOOOOOOOOOO　◆ OOOOOO◆　○△　　○○○OOOOOO 第2石

○○○○○○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO◆ ◆　OOOOOO▲○OOOOOOOOO○○OOO▲OOOOOOOOOOO◆OOOOOOCIOO▲OOOOOOOOOOOO○○○○○○OOO▲○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO20　19　18　17　16　15　14　13　ユ2　11　10　　9 8 7　　6　　5　　4　　3　　2　　1　00　99　98　97　95　95　94　93　92　91　90　89　88　87　86　85　84　83　82　81 行　数

於是菩菩得阿羅中世漢若故不漢那爲不我於無以果陀須入故不垣佛出羅提人中説福菩是千須 行頭文字

○○○○OOOOOO OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
○OOOOOOOOO OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO▲○OOOOO○○○○○○○OO◆ ○OOOOOOOO◆　OOOOOOOO▲○○○○○○○OOOOOOOOOOOOO　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

○◆OOOOOOOO　OOOOOOO▲○○○○○○○○○○○○
○○OOOO　◆　OO OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 81～160

OOOOOOOOO◆ ○○○ ○○○○○○OOOOOOOOOOOOOOO◆　○○○○○
○○○OOOO◆　OOOOO OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO▲○OO

第3石

○○○○◆　○OOOOOOO ○○◆　OOOOOOOOOOOOO◆OOOOOOOOOO○○○○○○OoOOOO◆ OO◆　○○○○○OOOGOOOOOOOOO　◆　○○OOO
○○OOOOOOOOO　◆ ◆ OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○○OOOOOOOOOO　　　　　　　　　　　　　∩

OOOOOOOOOOO◆　OOOOOOOOOOOOOOO60　59　58　57　56　55　54　53　52　51　50　49　48　47　46　45　44　43　42　41　40　39　38　37　36　35　34　33　32　31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21 行　数

如若畏字㊨何言重典最讃佛間四復他担菩須チ賓汝況世沙等如説菩王菩生色薩巌巌佛須在所 行頭文字

○　O　O　O▲　O　O　O　O　O　O　O　▲　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　OO　O　O　O　O　O　O　O　O ○

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO ○○○○○OoOOOOOoOOoOo○○OOOOOOO▲○○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO OOOOOOOOOOOOOOOO◆　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO ◆oO◆○○○○OoOoOOOOOoO◆○OoOOOO 121～160

○（）OOOOOOOOOOOOOOoOOOOOOOOOOOOOOO◆○（＞OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO◆○◆O◆OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 第4石
8888388888888888◆88888888880888888888888000000000000000000000000GOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■OOOOOOOOOOOOOOOOOO▲OOOOOOOOOOOOOOOO

00　99　98　97　96　95　94　93　92　91　90　89　88　87　86　85　84　83　82　81　80　79　78　77　76　75　74　73　72　71　70　69　68　57　66　65　64　63　62　61 行　数

我辱提蜜説爲不是則是非毒故持其足得故世知是是昔尊涛須葛此汐若非以二須来如言所提佛 行頭文字

★Oo★　　o　　o ○○★OOO★O★OOOOOOOOCOOOOOOOOOOOO○OO★　　O　　O OOOOO★★○★○★OOOGOOOOOOOOOOOOOOO○○OoOOOo ○OOO■OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO（〕○OOOOCOOOOOOOOOOOOOOO○　○　○　○○　○　○○ oO　OOOO■○○OoOoOO　OoOO　O　OOo　OOoooOOo 161～200

OOOO OOOO■○★○○■OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○○○○　　■ OOOOOOOO■○○■○○■ ○○○○○○○○○○■■○○OOOO 第5石

oOOO　　o ○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　　　　O OOOOOOOOOO■OOOOOOOO ■　■OOOOOOOOOOOOOOO　　O ○○■○■OOOOOOOOOOOOOOOOOO★★○○○○○○○○OOOOOO O★OOOOOOOOOO★★OOOOOO■○○★O★○OOOOOO
40　39　38　37　36　35　34　33　32　31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21　20　19　18　17　ユ6　15　14　13　12　11　10　　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2 1 行　数

乗幕言護逆若無亦以恒有無知讃男色如若行須如不来切一切布是所住菩一者我世恨人往生於 行頭文字

◇OOOOOOOOO★OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO★OOOOOO★○○○○OOOOO■○○○OOOOOO■OOOOOOOOO
○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO★OOOOOOOOO■OOOOOOOO○○○○○OOOOOOOOOOOOOO■OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■○OOOOOOOO■○○○OOOOOOOOOOOOOOOO 201～240

◇○OOOOOOOO■○○○○○○○○○○○○○OOO■○OOOOOOOOOOO
OoOOO’■○Oo■○ ○○OOOOOOOOOOOOOO■○○○○○OOOOOO 第6石

○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■OOCOOOOOOOOOOOOOOO○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■○○OOO■○OOO○■○○○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■○○○○○○○○
○○○○○○○○○★○○○○OOOOOOOOO■　OOOOOOOOOOOOOOOO

◇Vil★Vl●V◎IV
U
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1
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80　79　78　77　76　75　74　73　72　71　70　69　68　67　66　65　64　63　62　61　60　59　58　57　56　55　54　53　52　51　50　49　48　4了　46　45　44　43　42　41 行　数

巳度菩善伏三子時思信或此女不千供讃若佛値量三為今是受復園庭人庭讃毒小三爲不成如有 行頭文字

○○　■OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○O　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■○○OOOO○■　○○○OOOOOOOOOOOOOOOOO■○○OOOOOOOO■○OOOOO 241～280

○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■○○■OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■OOO■
第7石

○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO■OOOOO　O　OOOOOO　O　O　O　OO　O　OOOOOO　OOOO　OOOO　OOO　OO　OOO　OO　OO
O　O　OOOOOO OOOOOOOOOOOOOOOOOOO　■　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO OOOO　■　○　OO　O　O　OO
20　19　18　17　16　15　14　13　12　11　10　　9　　8　　7 6　　5　　4　　3　　2　　1　00　99　98　97　96　95　94　93　92　91　90　89　88　87　86　85　84　83　82　81 行　数

巌巌不薩無是故無亦大尊讐切菩如菩如縛］ミ如来作受競以束然来統無提有佛三佛菩阿以衆何 行頭文字

○OOOOOOOO◇◇○○ OOOOOOO◇OOOOOOOOOOOOOOOOOO○O　OOOOOOOOOOO OOOOOOOOO◇OOOOOOOOOOOOOOOO○○○○○○○○○○◇○○ OOOOOOOOOO◇OOOOOOO■OOOOOOO○○OOOOOOOOOOO ○○○OOOOOOOOOO◆　σOOOOOOOOOO◆
oO　OOOOOOOOOOO OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO◇OOOOO 281～320

○○○OOOOO◇○○○OOOOOOOOOOO◇○○．◇○○OOOO◇OOOOOOOOOOOOOOOO　　　　　　　　　　　　OOOOOOOOOOOO◇○○OOOOOOOOOOOOOO 第8石

O　O　O　O　OOOOOO ○○△OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○O　OO　OOOOO　O O　O　O　O△OO　OO　OO　O　O　O　OOO　OOO　OOOOOOOOOOOOOOOOOOO O◇○OOOOOOOOOOOOOOOOOO◇○○○○○OO○○OOOOOO△◇ ◇OOOOOOOOOOO◇OOOOOOOOOOOOOOOO60　59　58　57　56　55　54　53　52　51　50　49　48　47　46　45　44　43　42　41　40　39　38　37　36　35　34　33　32　31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21 行　数

須足相也如具足以身提無如福如施三須在何皆来土多敦是何如有須眼須眼須眼須眼須眼須法 行頭文字

○○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○○○OO△○○○OO△○○○○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
○○○OOOOOOOOO　OOOOOOOOOOOOOOO△OOOOOOOOOOOO○

○○○○○○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 321～360

OOOOOOOO△OOOOOOOOOOOO△○○○○○OOOOOOOOOOOOO○○○○○◆OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO◆oOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO△○○○○○○○○OOOO
第9石

○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○○△○○○○○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○○○△○○○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO00　99　98　97　96　95　94　93　92　91　90　89　88　87　86　85　84　83　82　81　80　79　78　77　76　75　74　73　72　71　70　69　68　67　66　65　64　63　62　61 行　数

世慮言聖以二須何説爲者生如有菩如須分福句以七中法法三修以是須阿提提爲佛名須即以我 行頭文字

○○OOOOOO▲OOOOO◎OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　OOOOOOOOOO▲●OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○○OOOOOO◎○○　　○○ OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
OOOOOOOOOOO　o　OO O　OOOOOOOOOOOOOOOOOOO．OOOOOO○○OOOOOOOOO　　OO ○○○◎○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 361～400
○　○　O　O　OO　OO　O　O　O　　　O　O OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO◎○OOOO　o　OO　oOO　o　Oo　　　O　O OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 第10石

○　○○○○OO　OOOOO　OOOOO　OO　OOO　O　OO　O　GOOOOOO　O　OOOOO
O　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○OOOOOOO◎OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○○○○◎OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO◎O40　39　38　37　36　35　34　33　32　31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21　20　19　18　17　16　15　14　13　12　11　10　　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2　　1 行　数

我見佛人相相相以世衆塵是是爲徴女名　来人如不所菩故須此人沙相統是三若　多如競以須是若 行頭文字

○○OOOOOOOOOOOOO●○○OOOOOOOOOOOOOOO●OOOOOO○○○○○●○○OOOOOOOOOOO●O●OOOOO●OOOOOOOOOOOOOOOOO●○○▲○OOOOOOOOOOOOOO●○○○O　　　　OOOOOOOOO○○○○OOOOOOOOOOOOOO●○○○●○OOOOO　　　　O　OOOOOOOO
○○○○○○OO●OOOOOOOOOOOOOOO●○○○O　　　　OOOOOOOOO 401～440

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO●○○OOOOO　　　　OOOOOOO○○○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　　　　OOOOOOOOO 第11石

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO●OO●O●●○○○OOOOOOOOOO　O　O　OOOOOOO　OO　OO　OOOOOOOOOOOO　O　OO　OOOOO　OO　OOOO
OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO●○○○○●OOOOOOOOOOOO○○○○○○OOOOOOOOOO●○○OOOOO●○○OO●○○●○○○○OOO

70　69　68　67　66　65　64　63　62　61　60　59　58　57　56　55　54　53　52　51　50　49　48　47　46　45　44　43　42　41 行　数

強僧　都亭長 金　　佛夷諸佛如一如云持持善祇菩束法是三見是非我如 行頭文字

O　O　O O　　O　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO○　O　o ○　　O　　OOOOOOO●OOOOO●OOOOOO●○o　O　O
o　o　o
o　o　o
o　o　o o　　O　　O●○○○○OOOOOOOOOOOOOOOO 441～470

o　o　o　o O　　O　　OOOO　　　　OOOOOOOOOOOOOOOO　　　　　　　　　　o　　　O　o ○　　○　　○○OOOOOOOOOOOOOOOOO●○○ 第12石
o　　　o　o o　　　　　OOO●○○OOO●○OOOOOOOOOOOo　　　O　o
o　　　o　O
O　　　o　O

O　　　　OOOOOOOOOO●OOOOOOOOOOOoo　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO

○○○○○○○○OOOOOO●OOOOOOO
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9
ご

締

蹴
賦

？
▽
○
〔
v
（
×
ξ
つ
◇
○
○

澱
類
ア
イ
両
種
の
分
布

図
7
玄
秘
塔
碑・・N為雄

図
8
　
神
策
軍
紀
聖
徳
碑

図6

に
、
W
類
（
◎
印
）
は
第
一
〇
石
に
、
V
類
（
●
印
〉
は
一
一
・
一
二
石
に
分

布
し
、
刻
法
W
類
は
第
五
・
六
石
の
上
下
端
に
、
W
類
（
◇
印
）
は
第
八
石
に

分
布
す
る
。
ま
た
n
類
に
つ
い
て
い
え
ば
、
図
4
の
と
お
り
同
手
と
思
し
い
　

群

が
第
八
・
九
石
⌒
△
印
）
に
分
布
す
る
。

一 50一



　
t
u
l
1
　
・
1
1
1
　
・
四
石
に
分
布
す
る
H
に
つ
い
て
は
、
第
八
・
九
石
に
も
酷
似
す

る
刻
法
が
分
布
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
両
範
囲
の
刻
法
を
、
図
3
に
同
字

を
も
っ
て
対
比
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
両
者
は
同
手
と
み
て
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
図
1
の
皿
は
図
4
の
と
お
り
、
さ
ら
に
ア
イ
の
両
種
に
細
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
に
「
柳
書
金
剛
経
」
に
混
在
す
る
刻
法
は
七
種
に
止
ま
ら
な

い
。
し
か
し
、
稿
者
は
い
ま
そ
の
数
を
正
確
に
特
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
皿
の
ア
と
イ
に
は
共
通
要
素
が
多
く
、
そ
の
分
担
領
域
の
境
界
を
明
示
す

る
こ
と
は
難
し
い
o
同
様
に
図
1
の
I
H
に
つ
い
て
も
共
通
要
素
が
多
く
、
細

部
に

わ

た
っ
て
ー
と
H
の
境
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
o
図
1
の
W

も
周
辺
の
他
の
刻
法
と
の
共
通
要
素
が
多
く
、
W
と
他
者
と
の
境
界
を
詳
し
く

見
極
め

る
こ
と
が
難
し
い
o

　

図
2
は
、
図
1
に
掲
げ
た
七
種
の
う
ち
H
及
び
W
を
除
く
五
者
に
つ
い
て
、

同
字
を
も
っ
て
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
（
間
・
聞
は
同
字
に
準
ず
る
と
み
て
扱
っ

た
）
。
W
及
び
W
は
そ
れ
ぞ
れ
対
比
す
る
同
字
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
W
に
つ

い
て

は
図
5
に
V
と
対
照
し
た
十
1
字
を
、
ま
た
W
に
つ
い
て
は
図
6
に
当
該

刻
法
の
二
十
二
字
を
補
足
し
た
。

二
　
各
刻
法
が
刻
出
す
る
書
風

こ
こ
で
は
図
1
～
図
6
の
各
図
に
つ
い
て
、
各
刻
法
が
刻
出
す
る
書
風
を
概

観
し
た
い
。

　
［
1
類
］
に
は
、
柳
公
権
書
法
の
主
な
要
素
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
顔
法
を
、

［
1
類
］
と
と
も
に
比
較
的
多
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
［
n
類
］
よ
り
も
筆
の

抑
揚
が
少
な
く
、
筆
画
に
も
骨
が
あ
る
。

　
［
p
I
類
］
は
［
1
類
］
と
同
様
、
柳
公
権
書
法
の
要
素
の
一
つ
と
み
ら
れ
る

顔
法

を
比
較
的
多
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
［
1
類
］
に
比
し
て
筆
画
が

痩
細

で
、
痩
細
の
点
で
は
［
皿
類
］
と
の
近
さ
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

筆
を
抑
揚
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
竪
画
の
起
筆
で
の
筆
押
え
を
広
く
作

り
、
そ
の
た
め
に
粘
着
質
の
や
や
弛
緩
の
筆
画
を
刻
出
し
て
、
［
皿
類
］
の
秀

抜
さ
が
な
い
。
総
じ
て
骨
力
に
や
や
不
足
す
る
嫌
い
が
あ
る
が
、
奏
刀
の
技
能

の
点
で
は
［
1
類
］
に
比
べ
て
特
段
遜
色
が
あ
る
と
は
い
い
が
た
く
、
　
［
1
類
］

と
同
じ
刻
法
を
祖
述
す
る
同
派
を
思
わ
せ
る
。

　
［
皿
類
］
が
刻
出
す
る
書
風
は
、
図
4
の
と
お
り
ア
イ
の
両
種
か
ら
な
る
が
、

ア

イ
の
両
者
は
と
も
に
「
柳
書
金
剛
経
」
中
で
は
も
っ
と
も
欧
陽
詞
あ
る
い
は

虞
世
南
を
彷
彿
さ
せ
、
結
構
は
整
斉
で
、
筆
の
抑
揚
を
殺
し
て
沈
静
で
簡
素
な

筆
画
を
刻
出
す
る
。
し
か
し
、
ア
は
ウ
よ
り
も
筆
画
が
険
し
く
転
折
も
鋭
利
で

あ
る
。
そ
の
点
で
は
柳
公
権
書
法
の
一
つ
の
要
素
と
み
ら
れ
る
欧
法
が
も
つ
と

も
多
く
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
イ
は
ア
に
比
べ
て
転
折
に
円
や
か
さ
が
あ
り
、

そ

の

点
で
は
虞
法
に
類
す
る
。
ア
イ
両
者
は
皿
類
分
布
図
の
と
お
り
混
在
し
、

両
者
の
境
界
の
判
別
は
現
時
点
で
は
難
し
い
o
か
り
に
ア
イ
が
同
手
の
所
刻
で
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あ
る
と
す
れ
ば
、
皿
類
の
刻
者
が
祖
述
す
る
の
は
欧
法
あ
る
い
は
虞
法
で
、
意

図
す
る
か
否
か
は
措
い
て
、
欧
法
寄
り
に
も
虞
法
寄
り
に
も
な
る
刻
法
を
操
っ

て

い
る
こ
と
に
な
る
。

　
［
W
類
］
に
は
、
［
V
類
］
同
様
に
、
「
玄
秘
塔
碑
」
（
図
7
）
「
神
策
軍
紀
聖

徳
碑
」
（
p
m
　
o
o
）
な
ど
を
念
頭
に
お
い
た
時
、
　
一
般
に
認
識
さ
れ
る
柳
公
権
書

法
を
顕
著
に
表
現
し
て
い
る
が
’
　
［
V
類
］
に
比
べ
れ
ば
、
表
現
が
穏
や
か
で
、

沈
静
で

は
あ
る
が
、
渾
厚
の
程
度
に
お
い
て
も
躍
動
に
お
い
て
も
、
や
や
物
足

り
な
さ
が
あ
り
、
奏
刀
技
能
も
［
V
類
］
に
比
べ
て
や
や
遜
色
が
あ
る
よ
う
に

認
め

ら
れ
る
。
恐
ら
く
［
V
類
］
と
同
じ
刻
法
を
祖
述
す
る
同
派
で
あ
る
か
、

［
V
類
］
の
門
下
と
考
え
ら
れ
る
が
、
表
現
が
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
刻

出
さ
れ
る
筆
画
の
簡
素
さ
は
、
［
皿
類
］
と
の
近
さ
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。　

［
V
類
］
は
、
混
在
す
る
刻
法
中
W
類
と
と
も
に
柳
公
権
書
法
を
刻
出
す
る

が
、
［
W
類
］
よ
り
も
字
画
が
躍
動
し
、
奏
刀
技
能
も
巧
み
で
あ
る
。
た
だ
、

r玄
秘
塔
碑
」
「
神
策
軍
紀
聖
徳
碑
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
柳
公
権
書
法
に
比
べ
れ

ば
、
雄
偉
の
程
度
に
於
て
遜
色
が
あ
り
、
「
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
中
の
練
達
の
A

（
図
9
右
二
列
）
に
比
べ
て
も
、
渾
厚
の
程
度
に
於
て
遜
色
が
あ
る
。

　
［
W
類
］
が
刻
出
す
る
書
風
は
、
［
皿
類
］
同
様
、
結
構
は
整
斉
で
あ
り
、
筆

の
抑
揚

を
殺
し
て
欧
法
あ
る
い
は
虞
法
を
彷
彿
さ
せ
る
沈
静
で
簡
素
な
筆
画
を

刻
出
し
、
加
え
て
［
皿
類
］
中
の
ア
イ
両
要
素
を
共
存
す
る
。
し
か
し
、
［
皿

類
］
よ
り
も
は
る
か
に
温
潤
敦
厚
で
充
実
感
が
あ
り
、
優
れ
た
奏
刀
の
技
能
を

思
わ

せ

る
。
ま
た
そ
の
分
担
範
囲
は
、
比
較
的
狭
い
う
え
に
上
下
両
端
に
偏
っ

て

い
る
。

　
［
W
類
］
は
、
「
柳
書
金
剛
経
」
中
も
っ
と
も
平
正
の
書
風
を
刻
出
す
る
。
字

画
は

整
い
温
潤
で
、
安
定
し
た
奏
刀
技
能
を
思
わ
せ
る
。
横
画
の
起
筆
の
角
度

は

お

お
よ
そ
4
5
度
で
［
V
類
］
　
［
W
類
］
よ
り
も
緩
く
、
収
筆
に
比
較
的
大
き

め

の

筆
押
え
を
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
起
筆
・
収
筆
の
特
徴
は
［
1

類
］
［
H
類
］
に
類
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
t
　
［
I
v
a
］
　
［
H
類
］
の
よ
う

に
顔
法
を
彷
彿
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
整
斉
の
趣
は
［
皿
類
］
［
W
類
］

に
通
ず
る
も
の
の
、
［
皿
類
］
　
［
W
類
］
の
よ
う
に
欧
法
あ
る
い
は
虞
法
を
彷
彿

さ
せ
な
い
。
そ
の
分
担
の
境
界
は
周
辺
の
刻
法
の
間
に
交
じ
っ
て
不
明
瞭
で
あ

る
も
の
の
、
範
囲
は
比
較
的
狭
い
。

　
以
上
の

と
お
り
、
「
柳
書
金
剛
経
」
に
お
け
る
書
風
の
混
在
は
、
そ
の
書
風

間
の
差
異
や
各
書
風
の
分
布
状
態
か
ら
み
て
、
当
該
石
刻
の
鏑
刻
に
参
与
し
た

刻
者
間
の
刻
法
の
相
違
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
そ
し
て
混
在
す
る
刻
法
を

粗
々
分
類
す
る
と
、
（
一
）
柳
公
権
書
法
、
（
二
）
顔
真
卿
書
法
、
（
三
）
欧
陽
詞

も
し
く
は
虞
世
南
書
法
、
に
1
1
1
分
で
き
る
。
も
と
よ
り
（
二
）
は
顔
法
そ
の
も

の

で

は
な
く
、
（
三
）
も
欧
法
あ
る
い
は
虞
法
そ
の
も
の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

に
他
の
刻
法
と
の
共
通
要
素
を
具
え
て
い
る
。
「
柳
書
金
剛
経
」
が
全
体
的
に

著

し
い
不
調
和
が
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
そ
の
共
通
要
素
の
広
が
り
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が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
類
を
異
に
す
る
刻
法
が
混
在
す
る
。

こ
の
状
態
は
、
旧
稿
で
明
ら
か
に
し
た
「
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
の
書
風
混
在
の
内

実

と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
の
場
合
は
、
書

風
の
混
在

は
あ
れ
、
そ
の
混
在
は
同
じ
刻
法
を
祖
述
す
る
個
人
の
力
量
の
差
に

起

因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
r
柳
書
金
剛

経
」
は
、
「
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
の
よ
う
に
共
通
要
素
を
具
え
る
一
方
で
、
祖
述

す
る
刻
法
を
別
に
す
る
一
面
も
あ
っ
て
、
「
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
の
質
と
は
明
ら

か

に
異
な
っ
て
い
る
。

　
F
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
は
、
石
刻
中
に
明
記
す
る
刻
者
が
郡
建
和
一
人
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
部
建
和
を
頂
点
に
す
る
一
派
の
所
刻
の
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
「
柳
書
金
剛
経
」
に
は
両
名
を
明
記
す
る
こ
と
か
ら
、
強
演
と
部
建
和
を

各
頂
点
と
す
る
両
刻
派
の
所
刻
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
こ
に
「
柳
書
金
剛

経
」
　
F
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
に
お
け
る
刻
法
混
在
の
質
の
差
の
要
因
を
想
定
す
る

こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
強
演
の
所
刻
が
他
に
な
い
現
状
で
は
、
そ
の
適
否

は

測
り
が
た
い
。

お

わ
り
に

　
本
稿
で
明
ら
か
に
し
え
た
事
項
を
、
課
題
を
含
め
て
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
「
柳
書
金
剛
経
」
末
尾
に
は
強
演
・
部
建
和
の
刻
で
あ
る
こ
と
を
明

記

す
る
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
「
柳
書
金
剛
経
」
中
に
は
七
種

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
書
風
が
混
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
柳
書
金
剛
経
」

が
強
演

と
郡
建
和
の
二
人
だ
け
で
刻
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

稿
者
が
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
範
囲
で
い
え
ば
、
「
柳
書
金
剛
経
」
の
よ
う

に
、
石
刻
中
に
明
記
す
る
刻
者
数
よ
り
も
混
在
す
る
書
風
が
多
い
唐
代
石
刻
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

は
、
欧
陽
通
書
「
道
因
法
師
碑
」
と
柳
公
権
書
「
廻
元
観
鐘
楼
銘
」
が
あ
る
。

前
者
に
は
末
尾
に
「
華
原
県
の
常
長
寿
・
萢
素
の
錆
」
と
明
記
す
る
が
、
実
際

に
は
五
名
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
刻
者
が
鏑
刻
に
参
画
し
、
後
者
で
は
「
郡
建

和
刻
」
と
明
記
す
る
が
、
実
際
は
未
熟
者
を
含
む
六
名
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
が

鍋
刻
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
石
刻
中
に
明
記
す
る
刻
者
の
数
と
実
際

に
混
在
す
る
刻
法
の
数
と
の
不
一
致
は
、
「
柳
書
金
剛
経
」
に
限
ら
な
い
。
稿

者
が
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
北
朝
惰
唐
石
刻
の
各
石
に
混
在
す
る
刻
法
数
か

ら
類
推
す
れ
ば
、
唐
代
石
刻
に
あ
っ
て
も
、
石
刻
中
に
明
記
さ
れ
る
刻
者
数
よ

り
も
実
際
に
錆
刻
に
参
画
し
た
刻
者
数
が
上
回
る
の
は
む
し
ろ
1
般
的
で
あ
り
、

F柳
書
金
剛

経
」
の
よ
う
に
全
五
一
〇
六
字
に
及
ぶ
石
刻
を
わ
ず
か
二
人
で
刻

す
る
と
み
る
こ
と
自
体
、
考
え
て
み
れ
ば
尋
常
で
な
い
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し

え
た
「
柳
書
金
剛
経
」
錺
刻
の
実
態
は
、
唐
代
の
名
工
が
刻
者
と
し
て
明
記
さ

れ

る
石
刻
の
鑑
刻
実
態
を
解
明
す
る
う
え
で
、
重
要
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
み
な

し
う
る
。

　
（
1
1
）
　
r
柳
書
金
剛
経
」
の
錆
刻
に
、
七
名
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
刻
者
が
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図
9

参
画
し
た
と
す
る
と
、
刻
者
と
し
て
明
記
さ
れ
る
強
演
・
部
建
和
の
二
人
は
ど

の

よ
う
な
位
置
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
道
因
法

師
碑
や
廻
元
観
鐘
楼
銘
に
お
い
て
論
じ
た
と
お
り
、
末
尾
に
明
記
さ
れ
る
刻
者

は
、
当
該
石
刻
の
鑛
刻
に
関
わ
っ
た
刻
者
た
ち
を
代
表
す
る
立
場
、
た
と
え
ば

「
柳
書
金
剛
経
」
鏑
刻
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
鑛
刻
プ
ロ
ジ
E
ク
ト
の
監
督
、

あ
る
い
は
そ
の
錆
刻
面
の
指
導
者
、
あ
る
い
は
「
柳
書
金
剛
経
」
鍋
刻
を
請
け

負
っ
た
既
存
鋳
刻
グ
ル
ー
プ
の
長
な
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
無
理
が
な
い
。

　
強
演
・
部
建
和
の
二
入
も
そ
れ
ぞ
れ
奏
刀
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
二
人
は
ど

　
　

こ

を
担
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
．
．
竪
石
で
あ
る
道
因
法
師
碑
に
お
い
て
は
’
熟

練
度
が
比
較
的
高
い
両
者
の
分
担
範
囲
は
、
お
お
よ
そ
上
辺
と
下
辺
の
比
較
的

狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
て
い
た
O
ま
た
横
石
で
あ
る
廻
元
観
鐘
楼
銘
で
は
、
熟
練

度
が
も
っ
と
も
高
い
一
名
の
分
担
範
囲
は
、
中
央
部
を
中
心
と
す
る
下
半
分
の

範

囲
に
限
ら
れ
て
い
た
。
同
様
に
「
柳
書
金
剛
経
」
に
お
い
て
も
、
も
っ
と
も

熟
練

と
み
ら
れ
る
［
W
類
］
の
分
担
範
囲
は
、
第
五
石
後
半
の
上
端
と
第
五
石

下
端
の
一
部
と
い
う
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
状
態
を
踏
ま
え
て
推

測
す
れ
ば
l
　
［
g
r
類
］
の
範
囲
は
、
強
演
あ
る
い
は
部
建
和
の
奏
刀
範
囲
で
あ
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る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
［
W
類
］
は
強
演
の
所
刻
で
あ
る
の
か
、
部
建
和
の
所
刻
で
あ

る
の
か
、
あ
る
い
は
強
と
も
部
と
も
異
な
る
者
の
所
刻
で
あ
る
の
か
o
柳
公
権

書
の
廻
元
観
鐘
楼
銘
で
も
っ
と
も
熟
練
の
刻
者
A
が
刻
出
す
る
書
風
は
、
図
9

の

と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
書
風
に
類
似
す
る
も
の
を
「
柳
書
金
剛
経
」
に
求
め

て

み

る
と
、
技
能
が
優
れ
る
［
S
類
］
が
最
も
類
似
す
る
。
た
だ
し
、
両
者
間

の

同
字
が
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
比
較
図
は
作
成
し
な
か
っ
た
が
、

廻
元
観
鐘
楼
銘
の
A
と
の
間
に
は
、
な
お
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
［
S
類
］

に
は
廻
元
観
鐘
楼
銘
の
A
に
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
顔
法
を
取
り
込
ん
だ
円
勢

　
　
　
　
　
　
ヨ
　

を
認
め
が
た
い
。
ま
た
［
W
類
］
は
横
画
を
細
く
作
る
が
、
廻
元
観
鐘
楼
銘
の

A
に
は
そ
の
傾
向
が
薄
い
o
加
え
て
沈
着
円
潤
の
点
で
は
廻
元
観
鐘
楼
銘
の
A

に
類
似
す
る
も
の
の
、
雄
渾
さ
に
お
い
て
は
廻
元
観
鐘
楼
銘
の
A
に
や
や
遜
る

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
も
み
え
、
む
し
ろ
廻
元
観
鐘
楼
銘
の
A
に
次
ぐ
練
達
者

B
に
近
い
と
も
い
え
る
。
と
は
い
え
、
刻
さ
れ
た
時
期
は
、
「
柳
書
金
剛
経
」

は
廻
元
観
鐘
楼
銘
よ
り
も
十
二
年
早
い
。
こ
の
十
二
年
の
間
に
お
け
る
部
建
和

の

奏
刀
技
能
の
変
化
、
ま
た
揮
毫
者
柳
公
権
の
書
法
技
能
の
変
化
が
あ
っ
た
可

能
性
を
考
慮
す
る
と
、
［
W
類
］
と
廻
元
観
鐘
楼
銘
の
A
と
が
同
手
で
あ
る
可

能
性
は
な
お
残
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
廻
元
観
鐘
楼
銘
中
も
っ
と
も
練
達
で
あ
る

A
が
部
建
和
の
所
刻
で
あ
る
と
す
る
と
、
［
V
類
］
が
部
建
和
の
所
刻
で
あ
る

可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
部
建
和
は
「
柳
書
金
剛
経
」
を
自
ら
奏
刀
せ
ず
に

そ
の
門
徒
に
託
し
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
い
ま
憶
測

は
控
え
た
い
。

　
（
三
）
　
仮
に
［
W
類
］
を
郡
建
和
の
所
刻
と
し
た
と
き
、
強
演
の
所
刻
範
囲

は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
部
建
和
と
併
記
さ
れ
る
刻
者
で
あ
る
以
上
、
強
演
も
部

建
和

と
と
も
に
「
柳
書
金
剛
経
」
鏑
刻
者
集
団
を
代
表
す
る
存
在
と
考
え
ら
れ

る
。
仮
に
自
ら
も
奏
刀
し
た
と
考
え
る
と
、
そ
の
所
刻
の
範
囲
も
［
W
類
］
の

よ
う
に
比
較
的
狭
い
領
域
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
比
較
的

練
達
の

技
能

を
有
し
、
か
つ
比
較
的
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
る
刻
法
の
条
件
を
満

足
す
る
の
は
、
［
W
類
］
と
み
ら
れ
る
が
、
先
述
し
た
と
お
り
［
W
類
］
は
他

の
諸
刻

と
の
類
似
性
が
多
く
、
そ
の
範
囲
が
ど
の
程
度
に
広
が
っ
て
い
る
の
か

な
お
不
明
瞭
で
あ
る
。
練
達
度
に
即
し
て
い
え
ば
［
V
類
］
の
可
能
性
も
高
い

が
、
［
V
類
］
の
分
担
範
囲
は
第
十
一
・
十
二
石
に
及
ん
で
お
り
、
先
の
条
件

を
満
さ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
他
に
強
演
の
所
刻
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状

と
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
の
限
り
で
は
、
強
演
の
所
刻
範
囲
を
類
推
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
石
刻
中
に
明
記
さ
れ
る
名
工
は
、
は
た
し
て
自
ら
も
奏
刀
し
た
の
か
ど
う
か
。

奏
刀

し
て
い
る
と
し
て
、
名
工
は
ど
の
よ
う
な
書
風
を
刻
出
す
る
の
か
o
そ
し

て

そ

の
刻
出
す
る
書
風
は
、
原
稿
で
あ
る
墨
跡
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
し
て

い

る
の
か
。
「
柳
書
金
剛
経
」
の
諸
刻
法
に
は
、
根
底
と
す
る
書
法
に
欧
法
・

虞
法
・
顔
法
の
別
が
あ
る
一
方
、
刻
法
間
に
は
共
通
す
る
要
素
も
認
め
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
刻
法
混
在
状
態
は
、
「
柳
書
金
剛
経
」
を
鏑
刻
し
た
一
群
の
ど
の

よ
う
な
社
会
を
反
映
し
て
い
る
の
か
o
ま
た
、
刻
者
と
し
て
明
記
さ
れ
る
強

演
・
郡
建
和
の
両
者
は
、
そ
の
社
会
の
ど
の
よ
う
な
代
表
で
あ
る
の
か
o
課
題

は

い

ま
な
お
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
0
1
八
・
1
0
・
八
）

注
1
　
十
二
石
の
内
、
第
三
・
四
・
五
・
七
’
九
・
十
二
石
の
各
右
端
上
方
に
は
、
石

　
の
配
列
順
序
を
示
す
漢
数
字
の
刻
が
残
存
し
て
い
る
。

2
　
程
章
燦
『
石
刻
刻
工
研
究
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
「
第
四
章
　
唐
代

刻
石
官
署
及
所
轄
刻
工
考
」
七
九
頁
「
二
、
中
書
省
玉
冊
官
」
に
「
杁
佳
世
和
新

　
出
土
的
唐
代
石
刻
来
看
，
唐
代
中
弔
省
没
有
携
玉
冊
官
，
或
称
刻
玉
冊
官
、
刻
字

　
官
、
玉
冊
官
，
所
刻
不
仮
包
括
玉
冊
，
也
包
括
石
刻
。
此
官
取
丙
《
唐
弔
》
皆
元

　
妃
載
，
侍
世
唐
代
文
献
中
唯
児
会
昌
二
年
（
八
四
l
　
1
）
、
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
、
大

　
中
二
年
（
八
四
八
）
的
1
1
1
v
e
赦
文
中
提
到
“
携
造
玉
冊
官
”
（
注
二
文
苑
英
隼
》
巻

　
四
百
二
十
二
、
巻
四
百
二
十
九
，
中
隼
弔
局
影
印
本
，
一
九
六
六
年
。
）
，
而
石
刻
中
資

　
料
頗
多
，
正
可
朴
其
囲
。
」
と
あ
る
。

3
　
程
章
燦
『
石
刻
刻
工
研
究
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
1
1
0
七
頁
参
照
。

4
　
『
敦
燈
書
法
叢
刊
』
（
二
玄
社
）
第
一
巻
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
解
説

5
　
前
掲
注
2
『
石
刻
刻
工
研
究
』
1
1
0
四
頁
。

6
　
『
大
東
書
道
研
究
』
第
二
五
号
（
1
1
0
1
八
）
所
収
。

7
　
「
道
因
法
師
碑
に
お
け
る
刻
法
の
混
在
と
混
在
状
態
が
提
起
す
る
新
た
な
論
点
」

　
『
書
論
』
第
四
一
号
（
書
論
研
究
会
、
二
〇
一
五
）
所
収
。

8
　
円
勢
あ
る
い
は
方
勢
と
い
っ
た
形
状
は
、
一
般
に
は
揮
毫
者
に
左
右
さ
れ
る
と

　
考
え
ら
れ
る
が
、
石
刻
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
の
通
念
は
通
じ
な
い
。
「
廻
元
観

　
鐘
楼
銘
」
を
例
に
す
れ
ば
、
混
在
す
る
書
風
に
は
E
（
前
稿
（
二
〇
一
八
）
参
照
）

　
の
と
お
り
円
勢
要
素
の
な
い
も
の
も
混
在
し
、
刻
者
が
形
状
を
左
右
す
る
こ
と
も

　
あ
っ
て
、
全
て
を
揮
毫
者
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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